
講義名 基盤神経科学2

講義開講時期 後期 2nd Half

基準単位数 1

代表曜日 代表時限

コース等 48 生理科学コース

授業を担当する教員 米田泰輔 小野寺孝興 東島真一 窪田芳之 山口裕嗣 鳴島円 根本知己 榎木亮介

成績評価区分 Grading Scale A,B,C,Dの4段階評価 Four-grade evaluation

レベル Level Level 3

力量 Competence 専門力 Academic expertise、独創性 Creativity

担当教員

氏名

◎ 根本　知己

東島　眞一

鳴島　円

榎木　亮介

米田　泰輔

山口　裕嗣

小野寺　孝興

授業の概要

脳の機能発達と可塑性の理解に向けて、ニューロン発生と神経回路の発達メカニズム、神経活動に

依存したシナプス可塑性と再編、生体恒常性発達、生体リズムの発生の機序、イメージングなどの
方法論について解説する。

到達目標

①感覚機能を担う神経メカニズムを理解する。
②神経細胞の多様性とそのシナプス結合特性について理解する。
③視床下部の機能について理解する。

④生体恒常性機能について理解する。
⑤生体リズムの神経基盤について理解する。

⑥脳機能解析のための蛍光イメージングを理解する。

成績評価方法 講義への半分以上の出席を前提とし、レポートにより目標達成度を評価する。

授業計画

授業実施期日・時間：下記授業計画にある 2025年11月～2025年12月の金曜日10:00～11:30

第1回 2025/11/07 米田泰輔 視覚系の機能と発達可塑性
第2回 2025/11/14 小野寺孝興 聴覚系の機能と発達可塑性

第3回 2025/11/21 東島真一 脊椎動物における聴覚・前庭覚の受容機構、および魚類の逃避行動の
神経回路
第4回 2025/11/28 窪田芳之 大脳皮質の神経細胞の多様性と局所神経回路

第5回 2025/12/05 山口裕嗣 視床下部による生得的行動の制御機構
第6回 2025/12/12 鳴島　円 神経回路の恒常性維持と再編機構

第7回 2025/12/19 根本知己 神経機能の可視化解析の基礎と応用
第8回 2025/12/26 榎木亮介 生物時計の神経科学基盤

実施場所
Zoomによるオンライン講義(もしくは対面講義（生理学研究所１F講義室、もしくは山手３号館9Fセ

ミナー室B）)

使用言語 英語
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他コース学生が履修する際の注意事項
生理科学コース以外のコースの学生は、履修する前に生理学研究所・大学院担当（sokendai-
adm@nips.ac.jp）にご連絡ください。

関連URL https://www.nips.ac.jp/graduate/curriculum.html

関連URLの説明 上記の生理科学コースのウェブサイトで最新のスケジュールをご確認ください

備考 生理科学コースの D1,2 学生の受講を強く推奨します。他コースの学生の受講も歓迎します。

講義に関する問い合わせ先 根本知己(tn@nips.ac.jp)
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